
 Ⅲ-1

1人

17%

2人

57%

3人
22%

4人
3%

5人以上
1%

無回答

0%

１.  封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。  

 
 
 
 ７歳・8歳・9歳とほぼ同じ割合で、30％程度となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  2 人が 57％で過半数を占めましたが、4 人と答えた人が実数で 30 人（３％）5 人以上と

答えた人が実数で 9人（0.8％）いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問1 あて名のお子さんの生年月をお伺いします。

平成 年 月　生まれ

7歳

35%

8歳

31%

9歳

28%

11歳

0%

10歳

0%12歳

0%
13歳

0%

無回答

1%
6歳

5%

問2

人 末子の年齢 歳

あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２人以上いらっしゃる場合、末
子の年齢（平成21年1 月1日現在の年齢）をご記入下さい。

就学児童・抜粋 

回答数＝1150 

回答数＝1150 



 Ⅲ-2

24

142

568

336

67

7

1

5

2.1%

12.3%

49.4%

29.2%

5.8%

0.6%

0.1%

0.4%

0 100 200 300 400 500 600

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～49歳

50歳以上

無回答

人

回答者数＝1891

939

6

66

86

124

260

301

53

56

26.2%

4.6%

4.9%

22.6%

10.8%

7.5%

5.7%

0.5%

81.7%

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

父母同居

父同居（父子家庭）

母同居（母子家庭）

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

無回答

件

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 父母同居が圧倒的に多く、祖父母との同居よりは、近くに祖父母が住んでいるという人が多い

ようです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　５．35～39歳

問3

　６．40～49歳 　7．50歳以上

第一子を出産されたときの年齢を選んで、あてはまる番号に○をつけてください。

　1．20歳未満 　２．20～24歳 　３．25～29歳 　4．30～34歳

　1.　父母同居 　4.　祖父同居

　5.　祖母同居 　6.　祖父近居 　7.　祖母近居 　8.　その他

あて名のお子さんとの同居・近居（概ね30分以内程度に行き来できる範囲）の状況についてお伺いしま
す。続柄はあて名のお子さんからみた関係です。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

　2.　父同居(ひとり親家庭) 　3.　母同居(ひとり親家庭)

問４
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1.堺地区

13%

2.忠生地区

17%

3.鶴川地区
24%

4.町田地区
20%

5.南地区
26%

無回答

0%

 
 
 
 圧倒的に母親です。主にしているという聞き方では、このような答えになるのも当然かもしれ

ません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ほぼ平均的に分かれていますが、最も多いのは南地区の 26％、次いで鶴川地区の 24％となっ

ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問５

　1.　主に父親 ２．主に母親 ３．主に祖父母 ４．その他

あて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方として、あてはまる答えに一つだけ○をつけ
てください。続柄はあて名のお子さんから見た関係です。

9

1116

17

2

6

0.8%

97.0%

1.5%

0.2%

0.5%

0 200 400 600 800 1000 1200

主に父親

主に母親

主に祖父母

その他

無回答

人

問６ お住まいの地区としてあてまる番号に一つだけ○をつけてください。

　４．町田地区（原町田、中町、森野、旭町、玉川学園、本町田、南大谷、東玉川学園）

　２．忠生地区（図師町、山崎町、木曽西、木曽東、木曽町、根岸町、上小山田町、下小山田町、矢部町、
　　　　　　　常盤町、忠生、小山田桜台）

　３．鶴川地区（小野路町、野津田町、金井、金井町、大蔵町、真光寺、真光寺町、広袴、広袴町、能ヶ谷町、
　　　　　　　三輪町、鶴川、薬師台、三輪緑山）

　５．南地区（金森、鶴間、小川、成瀬、高ヶ坂、つくし野、南つくし野、成瀬台、南成瀬、成瀬が丘）

　１．堺地区（小山町、小山ヶ丘、相原町）
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1052

1

7

15

1

74

91.5%

0.1%

0.6%

1.3%

0.1%

6.4%

0 200 400 600 800 1000 1200

就労している

（フルタイムで、いま現在、育休・介護休業中ではない）

就労している

（フルタイムだが、いま現在、育休・介護休業中である）

就労している

（パートタイム、アルバイト等）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

人

165

366

370

151

15.7%

34.8%

35.2%

14.4%

0 50 100 150 200 250 300 350 400

～19時まで

～21時まで

21時以降

無回答

人

２. 封筒のあて名のお子さんの保護者の就労状況についてお伺いします。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜父親の就労状況＞ 

  フルタイム就労がほとんどですが、育休・介護休業中が 1人、現在就労していない人は 15 

 人いました。 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜帰宅時間（フルタイム・父親）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の就労状況を（自営業、家族従事者含む）お伺いします。あてはまる番号に一つだけ○をつけてく
ださい。併せて、〔　　　〕に数字の記入をお願いします。

問7

　1.　就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）

→

　2.　就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）

　3.　就労している（パートタイム、アルバイト等）

→ 就労時間についてお伺いします。

→ フルタイムへの転換希望がありますか。

　4.　以前は就労していたが、現在は就労していない

　5.　これまでに就労したことがない

（１）父親の就労状況【母子家庭の場合は記載不要】

【　1週当たり〔　　  　〕日　　・　　1日当たり〔　 　 　〕時間　　】

【　1週当たり〔　　  　〕時間、帰宅時間　〔　  　 :　　　〕（24時間表記）】

１週当たりの平均の就労時間・働いている日の平均的な帰宅時間についてお伺いします。

【　　①　希望がある　　　　②　希望があるが予定はない　　③希望はない　　】
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189

6

410

424

93

28

16.4%

0.5%

35.7%

36.9%

8.1%

2.4%

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

就労している

（フルタイム、いま現在育休・介護休業中ではない）

就労している

（フルタイム、いま現在育休・介護休業中である）

就労している

（パートタイム、アルバイト等）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

人

143

18

4

24

75.7%

9.5%

2.1%

12.7%

0 20 40 60 80 100 120 140 160

～19時まで

～21時まで

21時以降

無回答

人

  父親の帰宅時間は、7割が 19時以降で、２１時まで（34.8％）より、21時以降（35.2％）

の方が少し多くなっています。「ワーク・ワイフバランス」と言われますが、働き方を変えてい

くことは、現実はなかなか難しいのではないでしょうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜母親の就労状況＞ 
  フルタイムよりパートタイムやアルバイト等の就労（35.7％）が多く、現在は就労していな

い人も 424人（36.9％）います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜帰宅時間（フルタイム・母親）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）母親の就労状況　【父子家庭の場合は記載不要】

　1.　就労している（フルタイム；産休・育休・介護休業中は含まない）

→

　2.　就労している（フルタイムだが産休・育休・介護休業中）

　3.　就労している（パートタイム、アルバイト等）

→ 就労時間についてお伺いします。

→ フルタイムへの転換希望がありますか。

　4.　以前は就労していたが、現在は就労していない

　5.　これまでに就労したことがない

１週当たりの平均の就労時間・働いている日の平均的な帰宅時間についてお伺いします。

【　1週当たり〔　　  　〕時間、帰宅時間　〔　　   :　　　〕（24時間表記）】　

【　　①　希望がある　　　　②　希望があるが予定はない　　③希望はない　　】

【　1週当たり〔　　  　〕日　　・　　1日当たり〔　 　 　〕時間　　】
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54

127

135

94

13.2%

31.0%

32.9%

22.9%

0 20 40 60 80 100 120 140 160

希望がある

希望はあるが予定はない　

希望はない

無回答

人

＜フルタイムへの転換希望（パート・母親） 

  「希望がある」「希望はあるが予定はない」を合わせると約 44％の人が、フルタイムに転換

したいと考えているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子どもがある程度大きくなったら就労したいと考えている人は 50.9％、すぐにでも、もしく

は１年以内に希望がある人は 29.8％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問8

　1.　有（すぐにでも若しくは１年以内に希望がある）

　2.　有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）

　3.　無 （→　問9へ）

母親の就労希望はありますか。あてはまる番号に一つだけ○をつけてください。

（→　問8-1～8-3へ）

（→　問8-1,8-2へ）

154

263

89 

11 

29.8%

50.9% 

17.2% 

2.1% 

0 50 100 150 200 250 300

有（すぐにでも、もしくは 1年以内に希望がある）

 

無

無回答 

人

有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい。）
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27

351

39

6.5%

84.2%

9.4%

0 50 100 150 200 250 300 350 400

フルタイムによる就労

パートタイム、アルバイト等による就労

無回答

人

0

19

173

97

45

0

0

17

0.0%

5.4%

49.3%

27.6%

12.8%

0.0%

0.0%

4.8%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

人

 

 

 

 

  フルタイムによる就労を希望している人は、6.5％、就学前児童の保護者アンケートでは

11.0％でした。パート・アルバイトによる就労希望は 84.2％でしたが、就学前児童の保護者

では、78.8％でした。子どもの年齢によっても就労希望にも多少違いがあるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜希望する就労日数（母親）＞ 

  週 3日～４日を希望する人が合わせて 76.9％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問8-1

　1.　フルタイムによる就労

　2.　パートタイム、アルバイト等による就労（１週当たり〔　　〕日・１日当たり〔　　〕時間）

就労希望の形態はどのようなものですか。あてはまる番号に一つだけ○をつけてください。（パートタ
イム、アルバイトを希望の方は一週当たり日数及び一日当たり時間も記入してください。）

問8-2

　1.　保育サービス（＊）が利用できない

　2.　働きながら子育てできる適当な仕事がない

　3.　自分の知識、能力にあう仕事がない

　4.　家族の考え方(親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない

就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。もっとも近い答えの番号に一つだけ○をつ
けてください。

　5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



 Ⅲ-8

  希望がありながら働いていない理由は、「働きながら子育てできる適当な仕事がない」と答え

た人が半数近く（47.9％）いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出産前後に、離職（37％）あるいはすでに働いていなかった（44％）人を合わせると 81％ 

になります。継続的に働いていた人は全体の 16％となっています。 

 

 

 

23

206

18

41

122

20

5.3%

47.9%

4.2%

9.5%

28.4%

4.7%

0 50 100 150 200 250

保育サービスが利用出来ない

働きながら子育てできる適当な仕事がない

自分の知識、能力に合う仕事がない

家族の考え方（親族の理解が得られない）等、

就労する環境が整っていない

その他

無回答

人

問8-3

歳になったとき

あて名のお子さんも含めて一番小さい子が何歳になったときに就労を希望されますか。

問9

　1.　離職した

　2.　継続的に働いていた（転職も含む）

　3.　出産１年前にすでに働いていなかった

あて名のお子さんの出産前後（前後それぞれ１年以内）に離職をしましたか。あてはまる番号に一つだ
け○をつけてください。

（→　問10へ）

（→　問9-1、9-2へ）

（→　問10へ）

42

147

64

10

16.0%

24.3%

55.9%

0 20 40 60 80 100 120 140 160

6歳未満

12歳未満

12歳以上

無回答

人
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離職した
37%

継続的に働いていた

（転職も含む）

16%

出産１年前にすでに

働いていなかった

44%

無回答

3%

174

65

111

8

7

48

8

41.3%

15.4%

26.4%

1.9%

1.7%

11.4%

1.9%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

子育てに専念したかったから

場の育児休業制度等が充分整っていなかったから

子育てと仕事の両立が自分には難しいから

家族の考え方、協力が得られないから

一度離職して、他の仕事を探したかったから

その他

無回答

人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「子育てに専念したかったから」という理由が最も多く（41.3％）、次いで「子育てと仕事

の両立が自分には難しいから」（26.4％）、「職場の育児休業制度等が充分整っていなかったか

ら」（15.4％）と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問9-1

　1.　子育てに専念したかったから

　4.　家族の考え方(親族の理解が得られない）、協力が得られないから

　5.　一度離職して、他の仕事を探したかったから

   6.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

離職した理由は何ですか。あなたのお考えにもっとも近い答えの番号に一つだけ○をつけてください。

　2.　職場において育児休業制度等が充分整っていなかったから

　3.　子育てと仕事の両立が自分には難しいと思ったから
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33

80

79

17

204

7

1

7.8%

19.0%

18.8%

4.0%

48.5%

1.7%

0.2%

0 50 100 150 200 250

保育サービスが確実に利用できる見込みがあれば、

継続して就労していた

育児休業制度等の職場環境が整っていれば、

継続して就労していた

保育サービスと職場環境がどちらも整っていれば、

継続して就労していた

夫以外の家族の協力・理解が得られていれば、

継続して就労していた

いずれにしてもやめていた

その他

無回答

人

無回答

1%

利用していない

79%

利用している

20%

 

 

 

 

 

 

 

 

  就労を継続したかもしれない条件としては、育児休業等の職場環境（19.0％）や保育サービ

スと職場環境のどちらも（18.8％）となっていますが、最も多いのは「いずれにしてもやめて

いた」（48.5％）という回答です。条件が整えば就労を継続するとは、一概には言えないので

はないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 封筒のあて名のお子さんの 学童保育クラブの利用についてお伺いします。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問9-2

　1.　保育サービスが確実に利用できる見込みがあれば、継続して就労していた

　4.　家族の考え方(親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていれば、継続して就労していた

   5.　いずれにしてもやめていた

   6.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

仕事と家庭の両立を支援する保育サービスや環境が整っていたら、就労を継続しましたか。次の中か
ら、あなたのお考えにもっとも近い答えの番号に一つだけ○をつけてください。

　2.　職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整い、働き続けやすい環境が
　　　整っていれば、継続して就労していた

　3.　保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも整っていれば、継続して就労していた

問10

　1.　利用している

　2.　利用していない

（→　問10-1～10-3へ）

（→　問10-4へ）

あて名のお子さんの現在の保育サービス（P２の定義参照）の利用の有無についてお伺いします。日頃、
定期的にお子さんを預けるサービスを利用していらっしゃいますか。あてはまる番号に○をつけてくだ
さい。

回答数＝１１５１ 

 

 

 

アンケートに回答した人の約２

割の子どもが学童保育クラブを

利用しています。 
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ある

27%

ない

69%

無回答

4%

2

4

29

52

130

16

0

0

0.9%

1.7%

12.4%

22.3%

55.8%

6.9%

0.0%

0.0%

0 20 40 60 80 100 120 140

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

人

214

0

3

1

0

0

15

91.8%

0.0%

1.3%

0.4%

0.0%

0.0%

6.4%

0 50 100 150 200 250

現在就労している

就労予定がある／求職中である

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障がいがある

学生である

その他

無回答

人

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜土曜日の利用＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用している理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10-1

　週 日くらい 　　→　　　うち土曜日の利用 1.　ある

2.　ない

問10で「１. 利用している」を選ばれた方にお伺いします。あて名のお子さんの学童保育クラブの利用
日数はどれくらいですか。また、利用していらっしゃる理由について、あてはまる答えの番号に一つだ
け○をつけてください。

回答数＝２３３ 

 

 

 

学童保育クラブを利用している

233人のうちの 27％が、土曜日

も利用しています。 
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546

1

8

15

3

31

34

66

3

202

3

59.9%

0.1%

0.9%

1.6%

0.3%

3.4%

3.7%

7.2%

0.3%

22.1%

0.3%

0 100 200 300 400 500 600

現在就労していないから

就労しているが、学童保育クラブを知らなかったから

就労しているが、近くに学童保育クラブがないから

就労しているが、学童保育クラブに空きがないから

就労しているが、学童保育クラブの開所時間が短いから

就労しているが、利用料がかかるから

就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから

就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈

夫だと思うから

就労しているが、他の施設に預けているから

その他

無回答

人

ある
16%

ない

82%

無回答

2%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10-2 問10で「2. 利用していない」を選ばれた方にお伺いします。利用していない理由について、もっとも
あてはまる番号に一つだけ○をつけてください。

　1.　利用したい  → 週 日くらい 1.　ある

　　（問10-4へ） 2.　ない

　2.　今後も利用しない（問10-5へ）

問10-3

うち土・日の利用希望

問10で「2. 利用していない」を選ばれた方にお伺いします。あて名のお子さんについて、今後、学童
保育クラブを利用したいとお考えですか。あてはまる番号に○をつけてください。

回答数＝912 

 

 

学童保育クラブを利用していな

い人のうちの 16％が、今後利用

したいと考えています。 
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ある

30%

ない

49%

無回答

21%

6

24

37

29

36

4

0

11

4.1%

16.3%

25.2%

19.7%

24.5%

2.7%

0.0%

7.5%

0 5 10 15 20 25 30 35 40

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

人

30

19

55

1

3

1

14

20

4

20.4%

12.9%

37.4%

0.7%

2.0%

0.7%

9.5%

13.6%

2.7%

0 10 20 30 40 50 60

現在就労している

就労予定がある／求職中である

そのうち就労したいと考えている

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障がいがある

学生である／就学したい

就労していないが、子どもの教育などのために預けたい

その他

無回答

人

＜週あたり利用希望日数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜土日の利用希望＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10-4 今後学童保育クラブを利用したい理由について、もっともあてはまる答えの番号に一つだけ○をつけて
ください。

回答数=１４７ 

 

 

今後学童保育クラブを利用した

いと答えた人のうちの 30％

が、土日も利用したいと考えて

います。 
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利用したことがある

5%

利用したことがない

87%

無回答

8%

746

128

43

84

74.5%

12.8%

4.3%

8.4%

0 100 200 300 400 500 600 700 800

地域子ども教室を知らない

地域（自宅の近く）に地域子ども教室がない

その他

無回答

人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜利用したことがない理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10-5

　1.　利用したことがある　　　→ 週 日くらい

　2.　利用したことがない

①地域子ども教室を知らない

②地域（自宅の近く）に地域子ども教室がない

③その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地域によっては、すべての子どもを対象とした『地域子ども教室』がありますが、あて名のお子さんは
利用したことはありますか。あてはまるものに○をつけてください。【町田市では現在７ヶ所で実施し
ています。】

　＜その理由＞　　

問11

　1.　学童保育クラブを利用したい

（1.を選ばれた方）→ 小学 年生まで利用したい

　2.　地域子ども教室を利用したい

　3.　クラブ活動など習い事をさせたい

　4.　利用を希望するサービスは特にない

　5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あて名のお子さんについてお伺いします。小学４年生以降の放課後の過ごし方について、どのようなこ
とを望みますか。もっともお考えに近い番号に一つだけ○をつけてください。

回答数＝１１５０ 

地域子ども教室を利用したことがあ

るのは、５％の 58人でした。 

 利用したことがない理由は、「知らな

い」が最も多く 74.5％でした。今後 

もっと皆様にお知らせしなければいけ

ない事業のひとつです。 



 Ⅲ-15

210

159

351

279

101

50

18.3%

13.8%

30.5%

24.3%

8.8%

4.3%

0 50 100 150 200 250 300 350 400

学童保育クラブを利用したい

地域子ども教室を利用したい

クラブ活動など習い事をさせたい

利用を希望するサービスは特にない

その他

無回答

人

3

39

8

159

1

1.4%

18.6%

3.8%

75.7%

0.5%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

3年

4年

5年

6年

無回答

人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用したい年限（何年生まで）＞         回答数=２１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生以降の放課後の過ごし方については、「クラブ活動などの習い事をさせたい」と答えた

人が 30.5％、「利用を希望するサービスは特にない」と答えた人が 24.3％でした。 

学童保育の利用を望む人は 18.3％であり、そのうち６年生まで利用したいと考える人は、

75.7％でした。 
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通っている

80%

通っていない

19%

無回答

1%

４.  封筒のあて名のお子さんの放課後や休日の過ごし方についてお伺いします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  半数以上の子どもが放課後は、自宅および自宅周辺で過ごしていることがわかります。 

 学童保育クラブは 17.7％、公園は 13.0％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ８割の小学生が、学校のある日の放課後、習い事やスポーツクラブに通っていることがわか

ります。習い事の種類は、スイミングが最も多く、ピアノ、英語などの語学、野球・サッカー

と続きます。学習塾は 17.3％となっています。 

   

621

109

204

149

33

7

0

0

4

17

6

54.0%

9.5%

17.7%

13.0%

2.9%

0.6%

0.0%

0.0%

0.3%

1.5%

0.5%

0 100 200 300 400 500 600 700

自宅、自宅周辺

友だちの家、友だちの家周辺

学童保育クラブ

公園

学校の校庭（遊び場開放など）

子どもセンター、子どもクラブ（児童館）

地域子ども教室

ひなた村、大地沢青少年センター

市立体育館

その他

無回答

人

問12 あて名のお子さんは、学校のある日の放課後、どこで遊んでいますか。次の中からもっとも多いと思わ
れる番号に一つだけ○をつけてください。

問13 あて名のお子さんは、学校のある日の放課後、習い事、学習塾、スポーツクラブなどに継続的に通って
いますか。次の中からあてはまる番号にいくつでも○をつけてください。
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通っている

38%

通っていない

60%

無回答

2%

回答者数＝1626

370

163

66

138

30

71

309

61

183

159

76

0

33.6%

6.6%

19.9%

17.3%

8.3%

0.0%

7.7%

3.3%

15.0%

7.2%

17.7%

40.3%

0 50 100 150 200 250 300 350 400

スイミング

野球・サッカーなどの球技

剣道・柔道などの武道

バレエ・体操など

絵画・造形

習字・書道

ピアノ・声楽などの音楽

そろばん

英語などの語学

学習塾

その他

無回答

件

回答者数＝499

87

173

44

29

3

10

49

13

21

11

59

0

11.1%

2.9%

4.8%

2.5%

13.4%

0.0%

2.3%

0.7%

6.6%

10.0%

39.2%

19.7%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

スイミング

野球・サッカーなどの球技

剣道・柔道などの武道

バレエ・体操など

絵画・造形

習字・書道

ピアノ・声楽などの音楽

そろばん

英語などの語学

学習塾

その他

無回答

件

 

＜習い事の種類＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜通っている内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14 あて名のお子さんは、土曜日や日曜日などの休日に、習い事、学習塾、スポーツクラブなどに継続的に
通っていますか。次の中からあてはまる番号にいくつでも○をつけてください。

平日の放課後は習い事に通って

いる子どもが８割いましたが、

土日は 4割弱に減っています。

 最も多いのは、野球・サッカ

ーなどの球技でした。 
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回答者数＝5167

789

701

727

706

699

685

860

0

74.8%

0.0%

59.6%

60.8%

61.4%

63.2%

61.0%

68.6%

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

無回答

件

回答者数＝2101

731

456

147

453

219

95

0
0.0%

4.5%

10.4%

21.6%

7.0%

21.7%

63.6%

0 100 200 300 400 500 600 700 800

ボール遊びができる広くて安全な運動場

プレイリーダーがいて、工具や火も自由に使える冒

険遊び場

子どもの自主活動（ダンス・演奏・工作・おしゃべり・

パーティー等）ができる貸し施設

子どもセンター、子どもクラブ（児童館）

外国の人（子ども）と知り合い、一緒に文化や言葉を

学べる施設

その他

無回答

件

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  月曜日と日曜日に何も予定がないと答えた人が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   
「ボール遊びができる広くて安全な運動場」（63.6％）が最も多いという結果になりました。 

 冒険遊び場（21.7％）や子どもセンター・子どもクラブ（21.6％）も次に多くなっています。 

 安心・安全な遊び場が求められているのでしょう。 

 

あて名のお子さんが、塾や習い事等何も予定がない日は何曜日ですか。あてはまる番号にいくつでも○
をつけてください。

問15

問16 あなたは、町田市内に子どもにとってどんな遊び場・施設があればいい（必要だ）と思いますか。次の
中から２つ選んで○をつけてください。
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42

84

41

7

1

0

24

0

4

41

18

7

0

0

4

1

0

5

2

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

0

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に預けた

就労していない保護者がみた

病児・病後児の保育サービスを利用した

（保育園で実施しているサービスを含む）

ベビーシッターを頼んだ

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

5日未満 5～10日 11～21日 21日以上 無回答

５.  封筒のあて名のお子さんの病児・ 病後児保育（ ＊下部参照） についてお伺いします。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜対処方法と日数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あった

15%

なかった

33%

無回答

52%

問17 保育サービスを利用している保護者の方にお伺いします。この１年間に、あて名のお子さんが病気やケ
ガで通常の保育サービスが利用できなかったことはありますか。

回答数＝２８７ 

回答数＝１１５０ 

回答者数＝287 

47

132

62

16

1

0

28

1

0

16.4%

0.6%

0.0%

0.0%

0.6%

9.4%

36.3%

77.2%

27.5%

0 20 40 60 80 100 120 140

父親が休んだ

親族・知人に預けた

病児・病後児の保育サービスを利用した（保育園で

実施しているサービスを含む） 

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

無回答

件

母親が休んだ

就労しない保護者が見た

ベビーシッターを頼んだ

その他

問17-1 この１年間の対処方法とそれぞれ
の日数は概ね何日ですか。あては
まる答えの番号すべてに○をつ
け、それぞれの日数を記入してく
ださい。
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６．  すべての方に、 封筒のあて名のお子さんの一時預かりについてお伺いします。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年間合計日数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  一時預かりを利用したことがある人は 24％、その 281人の回答者が年間に利用した合計日 

数は、５日未満が最も多く、次いで５～10日でした。 

 

 

 

 

ある

24%

ない

74%

無回答

2%

問18

　1.　ある　→　年間 日

（理由別）

日

日

日

　2.　ない

　③ 就労

この１年間で、私用（買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ目的、冠婚葬祭や
子どもの親の病気、あるいは就労のため、お子さんを家族以外の誰かに一時的に預けたことはありまし
たか。（半日程度についても１日としてカウントしてください）

　① 私用（買物、習い事等）、
　　リフレッシュ目的

　② 冠婚葬祭、子どもの親の病気

104

87

38

43

9

37.0%

31.0%

13.5%

15.3%

3.2%

0 20 40 60 80 100 120

5日未満

5～10日

11～21日

21日以上

無回答

人

回答数＝２８１ 
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104

87

53

57

87

47

14

33

38

12

8

13

43

10

3

23

9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年間合計日数

私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、子どもの親の病気

就労

5日未満 5～10日 11～21日 21日以上 無回答

277

35

9

1

828

24.1%

3.0%

0.8%

0.1%

72.0%

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

5日未満

5～10日

11～21日

21日以上

無回答

人

 

＜理由別日数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  一時預かりを利用する理由としては、「冠婚葬祭・親の病気」が最も多く 53件（67.9％）、 

次いで「私用・リフレッシュ」が 87件（55.8％）、就労 57件（45.2％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20

　2.　なかった　　　　　　　　　　　　　 （→　問21へ）

（→　問20-1,20-2へ）

この１年間に、保護者の用事などにより、あて名のお子さんを泊まりがけで家族以外に預けなければな
らないことはありましたか。「１．あった」を選ばれた方は曜日に○をつけてください。

　1.　あった（預け先が見つからなかった場合を含む）　（平日　　土曜　　日･祝日）　

７．  すべての方に、 封筒のあて名のお子さんの宿泊を伴う一時預かりについてお伺いします。

問19

日くらい

今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数・回数を増やしたいと思いますか。
希望がある方は枠内に数字を記入し、希望する日にいくつでも○をつけてください。

１．平日　　　２．土曜日　　３．日・祝日　　　４．年末年始その他　　　　月に
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無回答

2%

なかった

88%

あった（預け先が見つか
らなかった場合を含む）

10%

38

53

41

33.3%

46.5%

36.0%

0 10 20 30 40 50 60

平日

土曜日

日・祝日

件

回答者数：114人

 

 

 

 

 

 

 

 

＜曜日別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  宿泊を伴う一時預かりについては、土曜日の利用が最も多く（48.5％）次いで日曜日

（36.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20-1 問20-2

泊　→

泊

泊

泊

泊

2. ショートステイ等（＊下部参照）のサービスを利用
    した（ベビーシッター等の利用も含む）

4. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた

3.特に困難ではない

この１年間の対処方法とそれぞれ
の泊数は概ね何日ですか。あては
まる番号すべてに○をつけ、それ
ぞれの日数を記入してください。

1.非常に困難
1. （同居者を含
 む）親族・知人
 に預けた

2.どちらかというと困難

その場合の困難度はどの程度でしたか。あてはまる番号
一つに○をつけてください。

5. その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

3. 仕方なく子どもも同行させた

回答数＝１１５０ 
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79

1

3

0

4

23

0

2

1

1

4

0

0

1

0

8

0

0

0

2

4

0

0

0

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（同居者を含む）親族

ショートステイ等のサービスを利用 し

た（ベビーシッター等の利用も含む）

仕方なく子どもも同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

5日未満 5～10日 11～21日 21日以上 無回答

＜対処泊数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ベビーシッターを利用しているのは、1150人のうち 10人でした。 

 

 

 

 

 

 

 

問21 どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる番号すべてに○をおつけください。

８．　ベビーシッターを利用していらっしゃる方にお伺いします。

0

2

0

8

360

780

0.0%

0.2%

0.0%

0.7%

31.3%

67.8%

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している

祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用して

いる

親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している

その他の目的で利用している

利用していない

無回答

人

問23

　1.　利用している

　2.　利用していない

ファミリサポートセンター（保育園等の送迎や保育など、地域住民による相互援助活動）を利用してい
ますか。

（→　問23-4へ）

（→　問23-1～23-3へ）

９．　すべての方に、ファミリーサポートセンターの利用についてお伺いします。

回答数＝１２２ 
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利用していない

96%

無回答
2%

利用している

2% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

9

1

3

0

11

2

1

3.6%

32.1%

3.6%

10.7%

0.0%

39.3%

7.1%

3.6%

0 2 4 6 8 10 12

主たる保育サービスとして利用している

保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用している

（朝・夕等）

子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している

祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用して

いる

親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している

保育施設等の送り迎えに利用している

その他の目的で利用している

無回答

人

問23-1 どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる番号すべてに○をおつけください。

はい

78%

いいえ

19%

無回答

3%

問24 下記のサービスを知っていたり、これまでに利用したことはありますか。また、今後、利用したいと思
いますか。サービスごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」、「いいえ」のどちらかに○をつけ
てください。

ファミリーサポートを利用して

いるのは、実数にして 28 人

（2.4％）でした。 
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  育児支援ヘルパーやひとり親ホームヘルプサービスは、まだ充分認知されているとは言えな 

 いようです。母親学級・保育園の園庭開放や子育てひろば・子どもセンターの事業などは約７ 

 割の人が知っていますが、幼稚園・まちだ中央公民館などの事業、子育て情報誌については、 

 半数程度のとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■認知度（Ａ．知っている）

901

681

832

1004

683

333

163

646

688

854

591

849

602

413

739

552

214

441

283

106

432

784

955

469

434

264

523

265

516

709

384

568

35

28

35

40

35

33

32

35

28

32

36

36

32

28

27

30

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①健康課の母親学級

②健康課の両親学級

③健康課の乳幼児母性相談、講習会等

④準夜急患子どもクリニック

⑤子育ての総合相談（子ども家庭支援センター）

⑥育児支援ヘルパー

⑦ひとり親家庭ホームヘルプサービス

⑧教育センターの教育相談

⑨子ども発達センターすみれ教室

⑩保育所の園庭開放や子育てひろば

⑪幼稚園の園庭開放等

⑫子どもセンター、子どもクラブの事業

⑬ひなた村の子育て支援事業

⑭まちだ中央公民館や町田市民文学館

　で行っている子育て支援事業

⑮大地沢青少年センターの事業

⑯子育て支援情報誌

（のびっこ、親と子の遊び場情報など）

はい いいえ 無回答
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■利用実績（Ｂ．利用したことがある）

369

73

296

587

63

11

2

66

72

413

237

472

189

93

244

234

687

966

755

500

984

1022

1023

971

973

656

821

586

867

954

814

814

94

111

99

63

103

117

125

113

105

81

92

92

94

103

92

102

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①健康課の母親学級

②健康課の両親学級

③健康課の乳幼児母性相談、講習会等

④準夜急患子どもクリニック

⑤子育ての総合相談（子ども家庭支援センター）

⑥育児支援ヘルパー

⑦ひとり親家庭ホームヘルプサービス

⑧教育センターの教育相談

⑨子ども発達センターすみれ教室

⑩保育所の園庭開放や子育てひろば

⑪幼稚園の園庭開放等

⑫子どもセンター、子どもクラブの事業

⑬ひなた村の子育て支援事業

⑭まちだ中央公民館や町田市民文学館

　で行っている子育て支援事業

⑮大地沢青少年センターの事業

⑯子育て支援情報誌

（のびっこ、親と子の遊び場情報など）

はい いいえ 無回答

■利用意向（Ｃ．今後利用したい）

119

88

135

909

389

235

77

406

112

256

249

685

507

455

621

547

879

911

864

123

606

757

908

582

883

747

750

337

511

549

403

469

152

151

151

118

155

158

165

162

155

147

151

128

132

146

126

134

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①健康課の母親学級

②健康課の両親学級

③健康課の乳幼児母性相談、講習会等

④準夜急患子どもクリニック

⑤子育ての総合相談（子ども家庭支援センター）

⑥育児支援ヘルパー

⑦ひとり親家庭ホームヘルプサービス

⑧教育センターの教育相談

⑨子ども発達センターすみれ教室

⑩保育所の園庭開放や子育てひろば

⑪幼稚園の園庭開放等

⑫子どもセンター、子どもクラブの事業

⑬ひなた村の子育て支援事業

⑭まちだ中央公民館や町田市民文学館

　で行っている子育て支援事業

⑮大地沢青少年センターの事業

⑯子育て支援情報誌

（のびっこ、親と子の遊び場情報など）

はい いいえ 無回答

＜Ｂ利用したことがある＞ 

＜Ｃ.今後利用したい＞ 
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利用しなかった

86%

無回答

1% 父親が利用した

1%

母親が利用した

12%

母親と父親の両方が利

用した

0%

289

132

216

43

252

59

29.2%

13.3%

21.8%

4.3%

25.4%

6.0%

0 50 100 150 200 250 300 350

職場に育児休業制度が確立されていなかった

職場に育児休業制度はあるが、利用しにくい雰囲気があった

子どもが生まれたら離職しようと思っていた

出産後は違う就労先を探すつもりでいた

その他

無回答

人

29

49

53

3

9

5

19.6%

33.1%

35.8%

2.0%

6.1%

3.4%

0 10 20 30 40 50 60

6ヶ月未満

12ヶ月未満

18ヶ月未満

24ヶ月未満

24ヶ月以上

無回答

人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

問25

１０.すべての方に育児休業制度の利用についてお伺いします。

あて名のお子さんについて、母親又は父親が育児休業制度を利用なさいましたか。あてはまる番号に○
をつけてください。

問25-1 育児休業制度を取得しなかった理由はどのようなことですか。もっともお考えに近い番号に一つだけ○
をつけてください。

問25-3 育児休業明けに、希望する保育サービスをすぐ利用できましたか。あてはまる番号に○をつけてくださ
い。

 育児休業制度を利用したのは、約 13％

でした。利用していない人が８割以上で

すが、その理由として、「職場に育児休業

制度が確立されていなかった」というの

が最も多く 29.2％、次いで「離職しよう

と思っていた」「制度はあっても利用しに

くい」と続きます。その他の回答が多い

ので、その内容が把握できないのが残念

でした。 
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642

69

42

67

40

4

76

210

55.8%

6.0%

3.7%

5.8%

3.5%

0.3%

6.6%

18.3%

0 100 200 300 400 500 600 700

経済的支援

（妊婦健康診査の補助など）

 健康課の両親学級など、

妊娠期の悩みが話せる相談窓口

 妊婦訪問等の訪問サービス

出産する子どもの兄弟を預かってくれるサービス

(一時保育他）

 育児支援ヘルパー

（産後のみ自宅に来て家事・育児支援を行う）

ひとり親家庭ホームヘルプサービス

その他

無回答

人

637

44

24

160

101

32

44

17

91

55.4%

3.8%

2.1%

13.9%

8.8%

2.8%

3.8%

1.5%

7.9%

0 100 200 300 400 500 600 700

経済的支援

（妊婦健康診査の補助回数を増やす）

 妊娠期の悩みが話せたり、

仲間づくりができる場所

全戸訪問などの訪問サービス

出産する子どもの兄弟を預かってくれるサービス

(一時保育他）

 産前から利用できる育児支援ヘルパー

（上の子の保育や家事などの支援を行う）

就労していても利用しやすいプレママ事業

（土日開催の母親学級など）

インタ－ネットや携帯電話なども使える

24時間対応できる相談窓口

その他

無回答

人

 

 

 

【出産前後にあってよかったと思われたサービス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これから出産する際にあるとよいと思われるサービス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「出産前にあってよかった思われたサービス」と「これから出産する際にあるとよいと思わ 

れるサービス」は、どちらも圧倒的に「経済的支援」でした。数は少ないですが、次に多かっ

たのが、「兄弟を預かってくれるサービス」です。この状況は、就学前児童の保護者による調査

でも同じ結果となりました。 

 

問26 あて名のお子さんの出産を振り返って、産前・産後に「あってよかった」と思われたサービスはどれ
ですか。また、今後あるとよいと思われるサービスはどのようなものですか。
あてはまる番号に一つだけ○をつけてください。
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  主に行っている人となると断然母親ですが、補助的になると父親や祖父母なども多くなって 

きます。 

 

それぞれの項目について、１～5の人の中で主に行っている人に◎、補助的に行っている人に△

をつけてください。

問27　家事や子育てを、主に行っている人やそれを補助する人は誰ですか。

■主に行っている人

1086

1069

1072

1079

1095

1113

798

837

844

1087

17

40

29

24

18

9

213

148

20

12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①食事を作る

②食事の後かたづけ

③掃除をする

④洗濯をする

⑤買い物をする（日用品や食材など）

⑥子どもの身の回りの世話

⑦子どもと遊ぶ

⑧子どもをお風呂に入れる

⑨保育園・幼稚園等の送迎

⑩保育園・幼稚園・学校の保護者会等の参加

子の母・女性保護者 子の父・男性保護者 祖父母 子のきょうだい おじ・おば その他 無回答

■補助的に行っている人

37

44

42

39

29

14

233

164

28

8

314

358

340

274

533

492

589

530

300

372

92

69

51

58

54

60

36

41

57

38

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①食事を作る

②食事の後かたづけ

③掃除をする

④洗濯をする

⑤買い物をする（日用品や食材など）

⑥子どもの身の回りの世話

⑦子どもと遊ぶ

⑧子どもをお風呂に入れる

⑨保育園・幼稚園等の送迎

⑩保育園・幼稚園・学校の保護者会等の参加

子の母・女性保護者 子の父・男性保護者 祖父母 子のきょうだい おじ・おば その他 無回答
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699

357

6

6

1

58

23

60.8%

31.0%

0.5%

0.5%

0.1%

5.0%

2.0%

0 100 200 300 400 500 600 700 800

配偶者、祖父母などの家族に相談する

友だちに相談する

学校や学童保育クラブに相談する

教育センターに相談する

子ども家庭支援センターに相談する

その他

無回答

人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28　子育ての次のようなことについて、あなたはどのようにお感じですか。次の項目それぞれについて
　　　 あてはまる番号一つに○をつけてください。

689

854

743

154

49

20

69

50

184

62

50

415

269

301

635

494

215

486

262

690

350

366

36

18

92

298

419

493

416

446

199

557

540

0

1

4

53

179

410

168

382

67

171

184

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①子どもを育てるのは楽しい

②子どもの顔を見ると気持ちが安らぐ

③子育てによって自分が成長している

④子どものことでどうしたらよいかわからなくなる

⑤子どもの世話が嫌になる

⑥子どもを虐待しているのではないかと思うことがある

⑦子育てに困難を感じることがある

⑧なんともいえず淋しい気持ちになることがある

⑨子どものことでイライラする

⑩子どもを育てるために我慢ばかりしている

⑪子育てに自信が持てない

よく感じる 時々感じる あまり感じない 全く感じない 無回答

問29 　問28のような子育ての不安や悩みを感じたときに、それを解決するためにどのようにしていま
　すか。もっとも多いと思われる番号一つに○をつけてください。
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6年以上

71%

半年以内

1%無回答

1%

半年～1年

4%

2年～3年

8%

４～5年

15%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子育てをつらいと感じるのは、出産後～２ヶ月未満が最も多く、40％以上の人が「つらかっ

た」と答えています。この時期は外出する機会も少なく、母子密着で過ごしているのかもしれ

ません。子どもが成長するに従って、「つらかった」よりも「楽しかった」が多くなります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  就学前児童の調査では、「町田に住んで６年以上」と答えた人は 27.4％でした。この就学児

童の調査では、71％となっています。 

 

 

　問30   あて名のお子さんを妊娠してからこれまでの時期は、あなたにとってどのような時期でしたか。
             各時期あてはまる番号一つに○をつけてください。
　

137

190

121

84

66

32

267

326

255

191

188

98

389

298

378

402

374

422

319

298

358

432

486

558

38

38

38

41

36

40

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①妊娠中

②出産後～２ヶ月未満

③出産後２ヶ月～５ヶ月未満

④出産５ヶ月月以降～１年くらいまで

⑤子どもが１歳～３歳くらいまで

⑥子どもが３歳～６歳くらいまで

とてもつらかった わりとつらかった まあ楽しかった 楽しかった 無回答

　問31　あて名のお子さんと保護者の方は、町田市に住んで何年になりますか。あてはまる番号一つに
　　　　　○をつけてください。
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　問32　「あて名のお子さん」のお父さん、お母さんの年代は次のうちどれですか。あてはまる番
　　　　号一つに○をつけてください。（平成21年１月１日現在）

0

3

22

140

517

447

2

3

16

0

2

1 1

8 1

3 6 4

5 8 0

4 2

2 6

4 4

0 100 200 300 400 500 600 700

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～49歳

50歳以上

母親（父親）はいない

無回答

人

母親 父親


